















創刊号は､今年度 1年間にわたり､浅間台小 ･寺尾小でそれぞれ 3名ずつ計 6


































































































































































































うことを強く感じたO上に挙げた子どもたちの状況は私 あるだ ろ う｡そ
の理解のしかたであって､これから行かれる方にとって うい うものも､
は違うものかもしれないが､自分で自然に考えていくこ 積極的にやって
とに意義があると思う｡迷っているのであれば､とりあ いって欲 しいと
えず行って欲しい｡疲れたり､面倒になったりすること 思うO
もあるかもしれないが､無駄な経験にはならない｡特に
教師になりたいと思うのであれば､行く機会があれば
行った方がよい｡
浅間台小学校以外にも､夏の水泳学習の補助員として
密藤分小学校､教育実習や実習が始まる前のボランティ
アとして川崎市立上丸子小学校にも行った,ここでも学
校による違い､先生方による違い､チビもたちの実態の
違いというものを知ることができた｡実際に教師になっ
たとき､自分がどのようなクラス､子どもたちを持つか
は分からないO子どもたちは仙人ひとり違うO色んな子
を見ていくことは大切である｡
最後に､私が悔いていることが一･つあるOそれは､数
十人の子どもたちに対 して一斉に指導をするという経験
をもてなかったことである｡小学校ボランティアに限ら
ず､複数の子どもたちを指導するボランティアや仕事も
神奈川大学
教義課程指導室
電話 二045(481)5661
(内線4228)
FAX :045(413)4154
Emajl:edu()@kanagaい/a-U,aCJP
卑屈は入江先生の投棄で､学校ボランティア研動を新聞にし
てみました.ボランティア通信O,)第一号はどうで-1Lたか?こlT)
ような形で､ボランテ矛アを通 じで感 じた革身得た番を幾有す
る肇は患ても東切なことだと思います転
今後も定期的に発行していきたいと思 うのでご協力よろしく
お願いしますO最近ボランティア活動を始めたばかりの太は､
色k楽しい事､苦労している事があると思います｡それを､た
くさんの人々に知ってもらいましょう̀,
最近ボランティアを始めたばかりの-人
ノト野啓之
-129-
